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米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
就
任
し
て
一
カ
月

余
り
が
た
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
の
言
動
を
見
て
い

る
と
、
権
力
者
が
、
い
か
に
メ
デ
ィ
ア
を
煩
わ
し

い
存
在
だ
と
感
じ
て
い
る
の
か
が
わ
か
る
。

　
「
偽
ニ
ュ
ー
ス
」「（
報
道
機
関
は
）
地
球
上
で

最
も
不
正
直
」。
メ
デ
ィ
ア
に
向
け
た
悪
態
は
ま

る
で
子
ど
も
の
ケ
ン
カ
だ
。
カ
ー
ネ
ギ
ー
メ
ロ
ン

大
が
昨
年
公
表
し
た
米
大
統
領
選
候
補
者
の
英
語

研
究
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
使
う
文
法
は
「
小
六

並
み
」
だ
っ
た
と
い
う
（
一
月
一
八
日
の
読
売
新

聞
）。
従
来
の
政
治
家
な
ら
、
口
に
す
る
の
を
は

ば
か
る
乱
暴
で
単
純
な
物
言
い
が
、
格
差
の
拡
大

な
ど
に
不
満
を
募
ら
せ
る
米
国
民
の
一
定
の
共
感

を
呼
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

　

こ
れ
ほ
ど
直
截
で
は
な
い
も
の
の
、
日
本
の
政

治
家
も
自
己
弁
護
や
自
己
正
当
化
の
た
め
に
、
メ

デ
ィ
ア
に
矛
先
を
向
け
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
。

　

昨
年
の
国
政
選
挙
。
あ
る
閣
僚
は
、
激
戦
区
の

候
補
者
の
応
援
に
入
っ
た
。
選
挙
事
務
所
に
集

ま
っ
た
支
持
者
ら
に
、
所
管
す
る
政
策
を
批
判
し

た
新
聞
記
事
を
「
事
実
誤
認
で
間
違
い
だ
」
と
説

明
し
て
い
た
。「
選
挙
前
の
不
当
な
政
権
攻
撃
」

と
言
い
た
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

問
題
発
言
を
し
た
政
治
家
が
支
持
者
ら
を
前
に

「
発
言
を
切
り
取
ら
れ
た
。
記
事
は
趣
旨
を
ね
じ

曲
げ
て
い
る
」
と
開
き
直
る
ケ
ー
ス
も
珍
し
く
な

い
。
政
治
家
か
ら
直
接
「
真
相
」
を
聞
か
さ
れ
た

散 射 韻

メ
イ
プ
ス
氏
は
、
ブ
ロ
ガ
ー
ら
の
攻
撃
を
「
ま
っ

た
く
根
拠
の
な
い
、
圧
倒
的
な
批
判
が
理
性
を
凌

駕
し
た
」
と
振
り
返
っ
た
。
感
情
と
憶
測
が
支
配

す
る
つ
ぶ
や
き
の
洪
水
が
、
慎
重
に
裏
付
け
を

取
っ
た
「
真
実
」
を
押
し
流
し
て
し
ま
っ
た
。

　

米
メ
デ
ィ
ア
の
信
頼
度
の
低
下
も
背
景
に
あ
る
。

米
世
論
調
査
会
社
「
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
」
の
一
六
年
の

調
査
で
、
米
の
メ
デ
ィ
ア
へ
の
信
頼
度
は
一
九
七

二
年
の
調
査
開
始
以
来
最
低
の
三
二
％
だ
っ
た
。

日
本
国
内
で
は
公
益
財
団
法
人
新
聞
通
信
調
査
会

が
全
国
で
行
っ
た
一
六
年
の
信
頼
度
調
査
で
、

ト
ッ
プ
が
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
」
で
百
点
満
点
中
の

六
九
・
八
点
。
前
回
よ
り
〇
・
四
点
低
下
し
た
。
次

い
で
「
新
聞
」
が
同
〇
・
八
点
低
下
の
六
八
・
六
点

だ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
〇
八
年
度
の
調
査
開
始
以
来

最
低
だ
っ
た
が
、
米
国
よ
り
は
、
ま
だ
ま
し
と
見

る
べ
き
か
。

　

世
界
は
「P

o
st T

ru
th

」
の
時
代
に
入
っ
た

と
い
う
。「
客
観
的
な
事
実
よ
り
も
、
感
情
や
個

人
的
信
条
へ
の
ア
ピ
ー
ル
の
方
が
よ
り
影
響
力
が

あ
る
よ
う
な
状
況
」
と
い
う
意
味
だ
。
ネ
ッ
ト
上

で
虚
実
な
い
ま
ぜ
の
情
報
が
飛
び
交
う
中
、
民
主

主
義
を
ど
う
機
能
さ
せ
て
い
く
か
。
メ
デ
ィ
ア
に

と
っ
て
も
試
練
を
迎
え
た
。
批
判
に
耐
え
う
る
慎

重
な
取
材
で
真
実
を
掘
り
起
こ
し
、
読
者
や
視
聴

者
の
信
頼
を
地
道
に
勝
ち
取
る
し
か
方
法
は
見
当

た
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＜

聖＞

支
持
者
ら
は
、
そ
こ
に
誇
張
や
虚
偽
が
あ
る
こ
と

を
知
ら
ず
「
報
道
の
方
が
間
違
い
だ
」
と
信
じ
る

こ
と
に
な
る
。

　

政
治
家
の
言
い
訳
が
狭
い
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て

い
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
影
響
は
大
き
く
は
な
い
。
し

か
し
、
強
大
な
権
力
を
持
つ
者
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
を

使
い
、
根
拠
も
な
く
報
道
へ
の
中
傷
を
し
始
め
る

と
ど
う
な
る
か
。「
お
墨
付
き
」
を
得
た
か
の
よ

う
に
、
か
さ
に
か
か
っ
て
同
調
す
る
動
き
が
加
速

す
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。

　

昨
年
、
日
本
で
も
公
開
さ
れ
た
映
画
「
ニ
ュ
ー

ス
の
真
相
」（
原
題
『T

ru
th

』）
は
示
唆
に
富
む
。

二
〇
〇
四
年
、
米
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
「
60
ミ
ニ
ッ
ツ

Ⅱ
」
女
性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
メ
ア
リ
ー
・
メ
イ

プ
ス
氏
が
、
再
選
を
目
指
す
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ

シ
ュ
大
統
領
の
軍
歴
詐
称
を
追
跡
し
、
報
道
し
た

実
話
に
基
づ
く
。

　

ス
ク
ー
プ
を
報
じ
た
直
後
か
ら
、
番
組
で
紹
介

し
公
文
書
が
偽
物
で
は
な
い
か
と
右
派
の
ブ
ロ
ガ
ー

た
ち
の
激
し
い
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
た
。
事
態
を
危

ぶ
む
Ｃ
Ｂ
Ｓ
も
、
報
道
の
正
当
性
を
主
張
す
る
メ

イ
プ
ス
氏
ら
番
組
に
関
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
に
疑
い

を
向
け
、
政
権
側
と
の
摩
擦
を
回
避
す
る
た
め
独

立
調
査
委
員
会
を
設
置
。
メ
イ
プ
ス
氏
を
断
罪
し

て
解
雇
し
た
。
60
ミ
ニ
ッ
ツ
Ⅱ
の
ア
ン
カ
ー
マ
ン
、

ダ
ン
・
ラ
ザ
ー
氏
も
番
組
を
降
板
し
た
。

　

映
画
の
原
作
「
大
統
領
の
疑
惑
」
で
、
失
意
の

「真実」 が危ない


